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一
！
一一よ

い
よ
い
よ
、
今
年
四
月

一
日
か
ら
日
本

海
側
初
の
制
令
都
市
と
し
て
、
新
潟
市
が

大
き
く
生
ま
れ
変
わ
り
、
同
時
に
区
制
の

導
入
に
よ
り
私
た
ち
の
住
む
従
来
の
坂
井

輪
地
区
は
、
黒
靖
地
区

・
西
地
区
と
共
に

人
口
十
六
万
人
を
擁
す
る

「
西
区
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
　

現
在
、

「
西

区
」
の
目
指
す
将
来
像
や
区
の
担
う
役
割
、

目
指
す
ま
ち
の
姿
、
等
々
が
西
区
の
自
治

協
議
会
準
備
会

（各
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
の
代
表
等
で
構
成
）
で
、
四
月

の
区
制
施
行
に
向
け
て
検
討
が
重
ね
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
平
成
十
八
年
二
月
十

二
日
、
坂
井
輪
地
区
事
務
所
大
会
議
．室
で

ン業事度年‐８！成
！

≡
ち
づ
く
，
を
目
監
鯰
ミ
≡

せ
蜃
基
揮

蓋
球
オ
珊
４
一
■
一新
■
学
校
区

ミ
ド
■
！一！
！≡
４
２
！↑
け
協
議
会
会
長

開
催
さ
れ
た
坂
井
輸
小

・
小
新
中
学
校
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
立
総
会
発
会
式

に
は
、
校
区
内
三
十
三
自
治
会
の
代
表
を

は
じ
め
、
校
区
で
活
動
す
る
各
団
体
か
ら

総
勢
７９
名
の
方
々
が
出
席
、
来
賓
と
し
て

列
席
さ
れ
た
篠
田
新
潟
市
長
、
坂
井
輪
市

議
回
の
古
川
団
長

の
祝
辞

の
中
か
ら
は

「私
た
ち
地
域
の
活
動
が
こ
れ
か
ら
の
市

政
に
大
き
な
力
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
、

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
校
区
で
は
、
既
に
実
施
し
て

い
る
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
や
、
合
同
防
災
訓

練
等
、
数
々
の
地
域
活
動
が
、
ま
ち
づ
く

り
の

一
端
を
担

っ
て
い
ま
す
。

飯

換

●地域防災活動部会

平成18年10月 地 域合同防災訓練
●青少年健金育成部会

平成18年10月 青 少年健全育成講演会
●地域支通安全活動部会

平成18年7月  大 堀幹線交通量調査
ク 9月  学 校区交通安全集会、

交通安全講和
●地域福祉活動部会

平成18年度毎月高齢者の一人暮らし家庭の

友愛訪問
●文化 ・スポーツ振興活動部会

平成18年7月  み んなでラジオ体操
ク 8月  地 域ふれあい夏祭り
ク 10月  地 域ふれあいスポーツ教室

平成19年2月  地 域ふれあいレクリェーシ

ョンと餅つき大会
●環境美化 ・環境保全活動部会

平成18年7月  西 川1,000人のクリーン作戦
に参加

ク 6月 10月大堀幹線花壇に花の植栽
●広報活動部会

平成19年3月  ま ちづくり協議会発足PR

の広報誌の発行
。まちづくり活動部会

平成18年2月  事 務局兼会議室設置
●地域防犯活動部会

平成18年9月  地 域安全マップの作成協力
ク 随 時 児 童生徒の通学路安全点検

と防犯巡国

平
成
十
八
年
二
月
十
二
日

（日
）
に
、

坂
井
輪
地
区
事
務
所
大
会
議
室
に
て
、
第

一
回
坂
井
輪
小

・
小
新
中
学
校
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
設
立
総
会

。
発
会
式
が
行

わ
れ
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
霰
の
降
る
寒
い
日
で

は
あ

っ
た
が
、
篠
田
新
潟
市
長
、
古
川
、

佐
藤
、
日
村
の
各
市
議
会
議
員
、
小

・
中

学
校
長
の
来
賓
の
列
席
を
い
た
だ
き
、
盛

大
な
る
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。

ま
た
、
校
区
内
の
自
治
会
長
を
は
じ
め

各
種
団
体
で
活
動
す
る
代
表
者
の
方
々
も

出
席
さ
れ
、
こ
の
地
域
の
熱
気
が
伝
わ

っ

て
き
た
。
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